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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

低所得世帯の在宅介護継続のため、支援は有効。

改革改善

の考え方

①問題

点

支援金の使途が検証できていない。

②改革

提案

受給者に支援金の有効な利用方法の例を示す。

総事業費①+② 16,020 18,054 16,486

人件費計（千円）② 0 286

0

正規職員所要時間 80

臨時職員所要時間

一般財源 16,020 18,054 16,200

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 16,020 18,054 16,200 0

25年度予算額 特定財源内訳、補足事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　介護支援金支給（支援金額　1人9万円）

２  障害者施設市長激励訪問

1　介護支援金受給者数（人）

２　激励訪問施設数

１　１８０人

２　　　0施設

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

　家庭において重度の障害児者や高齢者等を介護をしている方に対して、その労をねぎらい、障害者とその介護者の福祉の向上を図ること

を目的に介護支援金を支給する。

対象：市民税非課税世帯で、在宅の重度の障害児者、高齢者等と同居し介護している介護者

介護支援金額：９万円

要介護者：介護保険法による介護度３以上の者。

障害者：障害者自立支援法による障害程度区分４以上の者。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

10

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

介護支援金を受給した介護者数／在宅の重度心身障害

児者の介護者概算数と在宅の要介護度3・４・5の介護者

概算数の合計（％）

18

28年度見込み

在宅の重度心身障害児者の介護

者概算数（人）

1735

意図（どういう状態

にするか）

在宅の介護者を慰労し、経済的援助を中心とした支援を

する

在宅の要介護度3・４・5の介護者概

算数（人）

39向上させたい上位施

策の成果指標

安心して地域で日常生活が送れる割合（％）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

１　在宅の重度心身障害児者の介護者

２　在宅の要介護度3・4・5の高齢者及び第２号被保険者

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 35 高齢者福祉の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 介護高齢課 係等名 高齢者係

事業種別 政策 開始 S54 終了

事務事業名

会計 一般会計

重度心身障害者等介護者支援事業

35 事業№ 14 15平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


